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1. はじめに 
昨年、福井高専紀要に論文を提出した。研究題
目は Twitter を利用した言語形態の変化について
の研究 というもので、近年、インターネットな
どを中心とした新しい文字文化において、今まで
使用されていた文法の揺らぎの、広まり方も急速
になりつつあることに注目し、動詞「違う」が形
容詞化する現象について、この現象の Twitter 上で
の頻度を様々な要因とともに調査し、Twitter にお
ける形容詞化現象の広がりに、どのような要因が
影響を及ぼしているかを明らかにすることによ
って、Twitter が新しい表現の普及にどのように関
わっているかを明らかにする事を目的としたも
のである。 
実は今だから言える事として、私はこの論文を
書くまではまったく Twitterというものを触った
ことがなかった、それどころか研究中でさえも、
自分のアカウントは持っておらず、当然のことと
して使用していなかった。もっと言ってしまえば、
偉そうに SNSとは何かとか語っておきながら、SNS
が何かということもさっぱりわかっていなかっ
たのである。 
そこで、今回を良い機会として、私の今までの
ネット生活を振り返りながら SNSとは何かという
事について思いを巡らせてみることをこの文章
の目的としてみたい。 
 
2. そもそも Twitter について 
 Twitter とは概ね、リアルタイムなミニブログサ
ービスと、SNS（ソーシャルネットワーキングサ
ービス）を合わせたサービスであり、日本からの
利用者は約 1500 万アカウント（私もその中の一
人）、また日本は、ユーザー数の割合と比較して、
投稿量の割合が多い。他の SNS と異なり、殆どの
投稿はインターネット上に公開されている。
Twitter に特徴的な事として、全ての投稿（ツイー
ト）の文字数が 140 字以内に制限されている点が
挙げられる。 
 また、ここで SNS についても触れておく必要が
ある。SNS とは人と人とのつながりを促進・サポ
ートする、コミュニティ型の Web サイト。友人・
知人間のコミュニケーションを円滑にする手段
や場を提供したり、趣味や嗜好、居住地域、出身
校、あるいは「友人の友人」といったつながりを
通じて新たな人間関係を構築する場を提供する、
会員制のサービスのこと。（IT 用語辞典 e-words
より）ここで重要なことは、会員制のサービスで
あるということであり、参加し個人の情報を覗く
ためには招待が必要であるということである。 
 大枠としてはこのような感じなのだが、私は現
在使用している身分として、Twitter のこの中途
半端さを本当に面倒くさく（それどころか気持ち
悪く）思っている。 
 
3. 面倒くささの正体について 
 最近ネットニュースなどで定期的に出てくる
話題に Twitter はバカ発見器になっているという
ものがある。Twitter は SNS の一種であるから個
人情報を書き込むスペースがあり、プロフィール
には名前や位置情報、自己紹介を書き込む場所が
ある。さて、ここで私が昼間に最近のネットニュ
ースについてこんなニュースが面白かったと書
き込んだとする。Twitter はネット公開式のサービ
スなので、どこの誰とも知らない人がその文章を
見る可能性がある。例えば A さんはこのツイート
を見て、当然こう思っても良い｢このニュースは
面白くなんかない、こんな意見を持つなんてどこ
の誰だ？｣ なんかキナ臭くなってきた。A さん
はさらにプロフィールを調べてみる→私が社会
人だということに気がつく→学校に昼から
Twitter をやってサボっている人がいると匿名で
報告する→私怒られる。実際の例では、喫煙や犯
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罪などを勢いに乗ってツイートしてしまった人
が対象になることが多い、バカ発見器といわれる
所以である。 
 さて今の話で、私の行動に問題があるとしたら
どこだろうか。私が考えるに３つある、まず 1 つ
めは他の人が不快に思うような意見をツイート
してしまったこと、２つめは弱点になってしまう
ような非常識な時間に書き込みを行ったこと、３
つめはプロフィールに本当のことを書いてしま
っていることである・・・あれ？もちろん１番大
きな問題は公開情報として意見をツイートして
しまったことである・・・あれれ？ 
 常識的なことを常識的なタイミングでしか書
き込めないならば、別にこんなものを使用する必
要がどこにあるというのだろうか。しかし、逆に
ある特定の人たちだけに開放して好きなことを
書き込むというのならば、別に Twitter でなくても
良いのではないか。（Mixi が良い例だと思う）そ
ういうわけで、私は Twitter を知り合いだけに解放
し、考えた常識的な内容のみを書き込んでいるこ
とを心の底から面倒くさく、社会的なものを気に
している自分を多少気持ち悪く思い続けている
のである。 
 
4. Twitter の面白さについて 
 ３章で書いたように、私自身は Twitter にそれほ
どの価値を持っていない。なんとなれば、大学時
代を思い返しながら MS メッセンジャーを使用し
たいくらいである。 
 とは言え、私が唯一 Twitter で面白い文化だなと
思うことがある。それは｢別に返信をする必要が
ない｣という点である。 
 上記で示した MS メッセンジャーは言ってみれ
ば電子手紙であり、基本的には１対１なので返信
をする必要がある。これはわりと便利だが面倒く
さいことも確かであって、快調に作業をしている
ときに急に｢今ヒマ~？｣などのメッセが入り、し
かたなく相手をしているうちにいつの間にか作
業の手が止まってしまうなどということが良く
あった。メッセは A さんから B さんに向けてのそ
の名の通りメッセージであり、B さんは無視する
ことはできないというよりも、無視した事自体が
メッセージになってしまう。 
 しかし、その点 Twitter は気楽である、それぞれ
が適当なことをツイート（つぶやく）していても、
他の人は無視していれば良い。ただ書きたいこと
を書き、読みたいことを読むことが許されている
場なのである、本当は。個人主義者の私としては
このシステムの考え方はとてもすばらしいもの
に思えたので、Twitter は本当に楽しい世界なのだ
なぁと思えていたのである。 
  
5. Twitter の面白さを取り戻すために 
 そもそも、Twitter は面白いものなのだろうか? 
 もし、積極的に Twitter を楽しみたいのならば、
少なくとも自己紹介には嘘をつくべきだと思う、
その人の立ち位置に関わらず、ただ意見の質だけ
が価値を持つことこそが Twitter の更なる楽しさ
を呼ぶのではないかと考えるからだ。 
 
今回の文章を書くに当たって考えてみたのだ
が、書きたいように書くだけなら、日記に書けば
よいのだし、他の人の文章を読みたいのならば本
を読むなり、それこそブログを読めばいいのだ。 
日本で Twitter が流行っている理由としては、こ
の薄ぼんやりとしたつながりが心地よいからで
はないのかと考えさせられてしまった。積極的に
つながっても良いしつながらなくても良いが、な
んとなくはお互いの文章を読み合って理解しあ
っている感じ・・・ 
 
最後に、Twitter 上（もちろん MIXI 上でも）に
私を見つけた方はそっと放置して、見なかった振
りをしていただけるようにお願いいたします。 
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